
 

 

～「全道」飲酒を伴う交通事故（過去 5 か年）～ 

 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 
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〈飲酒を伴う死傷者数〉 

過去 5 か年における飲酒を伴う人身事故件数は減少傾向ですが、死亡事故件数は平成 27 年以降横ば

いとなっています。昨年は 11 人の方が飲酒運転による事故で亡くなりました。致死率でみると、「飲酒

あり」は「飲酒なし」の約 6.3 倍となっています。本年は、札幌市における「飲酒運転根絶緊急対策」

の実施が４回も北海道知事から発表されました。少量のお酒であっても、注意力や判断力が低下し運転

操作に影響を与えます。一人ひとりがルールを守り、飲酒運転を根絶しましょう。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

   

  

   

   

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約束１．お酒を飲んだら運転しない 

約束２．運転する人にはお酒を飲ませない 

約束３．お酒を飲んだ人には運転させない 

 

〈飲酒を伴う交通事故件数〉 

～平成 30 年冬の飲酒運転根絶キャンペーン～ 

H３０.１１.３０（金）  【すすきの交差点（ラフィラ前）】 

 

（件） 

年末年始は、忘年会、新年会とお酒を飲む機会

が多くなる時期です。重大事故に直結する悪質・

危険な飲酒運転が、後を絶ちません。飲酒運転は

運転者本人、車やお酒の提供者、同乗者が厳しく

罰せられるだけでなく、被害者やその家族の人生

を大きく狂わせる結果に繋がります。飲酒運転は

犯罪です！お酒と上手に付き合い、飲酒運転は絶

対にしないようにしましょう。                                                                                    

  

飲酒なし 

平成 27 年 12 月 1 日に「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」が施行

されてから 3 年がたちます。飲酒の機会が増え飲酒運転の発生が懸念さ

れる年末年始に向けて街頭啓発や飲食店を訪問し、 

飲酒運転根絶キャンペーンを実施しました。 

キャンペーンでは「ハンドルキーパーくん」 

「飲酒運転根絶戦隊 飲んだら乗れんジャー」 

も応援にかけつけ、ともに啓発活動を行い、 

意識の高揚を図りました。 
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